
お客さまのベストパートナーをめざして 日立産機システム 製品関係者

躍進する企業を訪ねて　第三化成株式会社 五井工場
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企業周辺の文化を訪ねる
し ぃ な り ぃ

千 葉 県

市 原 市

ローカル鉄道で巡る自然豊かな温泉郷、
奈良時代の史跡と工場夜景をともに訪ねる。

東京湾をのぞむ遊歩道や松林、野球場が整備
されています。周りを取り囲む石油コンビナート
などの工場夜景は幻想的で、注目の観光スポット
になっています。

奈良時代、この辺りが上総国の政治・文化の
中心地であったことを示す国指定の史跡です。
国分尼寺跡では中門と回廊が復元公開され、
秋には「市原市菊花展」が催されます。

❺養老川臨海公園

❷市原ぞうの国

❹史跡上総国分寺・国分尼寺跡

温暖な房総半島に位置し、2,500もの

縄文・弥生時代の史跡や45の貝塚もある

市原市。古くから文化や行政の中心とし

て栄えていました。市を縦断する養老川

は、江戸から大正時代にかけて物資輸送

に利用され、現在は川沿いをローカル線の

小湊鉄道が並走し、のどかな里山や渓谷

の風景が楽しめます。1957（昭和32）年

からは臨海部が埋め立てられ、国内有数

の工業地帯としても発展してきました。

約100種類の動物とふれあえる動物園。毎日
開催される「ぞうさんショー」では、愛らしいぞう
の「お絵描き」やダンスなどのパフォーマンス
があり、背中に乗ることもできます。

房総の奥座敷、養老渓谷には温泉郷や滝など、
数々の景勝が点在します。温暖な気候のため、
紅葉の見頃は例年11月下旬～12月上旬。多く
のハイカーや行楽客で賑わいます。

❸養老渓谷

クリーム色と朱色の車体でおなじみの小湊
鉄道は、市を縦断するレトロなローカル線。
1925（大正14）年開通当時の木造駅舎や
橋梁も残り、沿線にはのどかな里山の風景
が広がっています。

❶小湊鉄道

　第三化成様には入社間もない不慣れな私のプレゼンを

受け入れていただけ、全国初というＮ2パック屋外仕様を

サービスや工場の関連各所を駆けずり回り実現することが

できたことから、今回は特別な思い入れのある仕事となりま

した。受注の瞬間には全国初というプレッシャーに押しつぶ

されそうになったり、納入直後にはトラブルもありましたが、

お客さまのご要望には決してあきらめず前向きに取り組む

ことが大切であることと、先輩や弊社サービスの技術力や

対応力などの後ろ盾はとても心強いことが実感できました。

今後も特約店様、サービス・工場と連携をとり、産機製品の

拡販に取り組んでいきたいと思います。

お客さまのおかげで、窒素ガス発生装置の
新しい可能性を見出すことができました

新しいお客さまにご満足いただけるよう、
全力で取り組んだ1年でした
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市原市

窒素ガス
発生装置
N2パック
NEXT Ⅱ series

主な特長

オイルフリースクロール圧縮機を採用

インバータ制御で「勝手に省エネ！」　

スイッチをポン！の簡単操作
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お問合せ : 日立産機システム 空圧システム事業部　03-4345-6075
http://www.hitachi-ies.co.jp/products/n2pack/

無尽の空気を原料に窒素ガスを低コストで供給
食品の品質維持、電子・化学分野での酸化防止や防爆を目的とし
て使用されている窒素ガス。窒素ガス発生装置「N2パック」は、純
度99～99.99%の窒素ガスを低コストで生産できるので、コストダ
ウンが図れます。窒素ガスは買うより自分でつくる時代です。

窒素ガス発生装置
N2パック
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　2016年春、第三化成様から液体窒素ボンベを窒素ガス

発生装置に切り替えたいとのご相談をいただき、日立産機

システムさんとともにプレゼンしたことからお付き合いが始ま

りました。設置・運用までに約１年かかったのは、屋内設置

を前提とする装置を、どうすれば屋外に設置できるかを

確認するために検討に検討を重ねたからです。消防法の

関係から、圧縮機専用のエアキュービクルを活用する案が

有力となりましたが、実際には、日立産機システムさんに専用

のキュービクルを一から設計してつくっていただき、お客さま

のご希望に沿うことができました。今後は、さまざまな日立

製品の魅力をさらにお伝えしていきます。


